
薬第397号

令和6年7月18日

一般社団法人宮城県病院薬剤師会長 殿

一一一一一一

箇擁摩
宮城県保健福祉部

大麻取締条例の一部改正について（通知）

このことについて、別添のとおり令和6年7月8日付け宮城県条例第52号によ

り、大麻取締法施行条例の一部を改正する条例が公布されたので、承知願います。

なお、改正の趣旨及び改正の主な内容は下記のとおりです。

記

1 改正の趣旨

令和5年12月13日付けで大麻取締法及び麻薬及び向精神薬の一部を改正する

法律（令和5年法律第84号、以下「改正法」という。）が公布されたことに伴

い、大麻取締法施行条例（平成12年宮城県条例第58号）について所要の改正を

行うもの。

なお、この法律は公布の日から1年以内及び2年以内と2段階で施行されるが、

今回の条例改正は、このうち第1段階施行に対応するもの。

2 改正の主な内容

（1）条例の名称の変更

大麻取締法（昭和23年法律第124号）が主として栽培者に対する栽培規制

に特化した法律となり、大麻草の栽培の規制に関する法律に名称が変更となるた

め､ 条例の名称を変更した。

（2）大麻栽培者の免許に係る規定の整理・修正

大麻栽培者（都道府県知事免許）について、大麻草採取栽培者に名称等が変更

となるため、関係する文言を整理・修正した。

（3）大麻研究者の免許に係る規定の削除

大麻研究者（都道府県知事免許）について、大麻を研究する目的で、大麻を

使用する者は麻薬及び向精神薬取締法（昭和28年法律第14号）における麻薬

研究者（都道府県知事免許）に移行・一本化されるとともに、大麻草を研究する

目的で、大麻草を栽培する者は大麻草の栽培の規制に関する法律における大麻草



研究栽培者（厚生労働大臣免許）の免許を取得することとされたため、関係する

文言を削除した。

施行年月日

｢大麻取締法及び麻薬及び向精神薬取締法の一部を改正する法律」の施行の日

3

担当：薬務課 監視麻薬班 青木

TEL:022-21 1-2653

FAX:022-21 1-2490

E-man:yakumu-k@prefmiyagi.lg.jp
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条
例

○
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
人
事

課
）

○
知
事
等
の
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免
責
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
行
政
管
理
室
）

○
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
職
員
厚
生
課
）

○
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
財

政
課
）

○
宮
城
県
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
税
務

課
）

○
過
疎
地
域
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
同

）

○
特
定
復
興
産
業
集
積
区
域
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

（
同

）

○
地
方
活
力
向
上
地
域
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

（
同

）

○
被
災
関
連
市
町
村
か
ら
特
定
の
交
換
に
よ
り
土
地
を
取
得
し
た
場
合
の
県
税
の
課
税

免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
同

）

○
水
質
汚
濁
防
止
法
に
基
づ
く
排
水
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
環
境
対
策
課
）

○
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関

す
る
法
律
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
子
育
て
社
会
推
進
課
）

○
大
麻
取
締
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
薬
務

課
）

○
国
民
健
康
保
険
法
に
基
づ
く
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
徴
収
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
国
保
医
療
課
）

○
屋
外
広
告
物
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
都
市
計
画
課
）

○
県
立
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
都
市
環
境
課
）
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職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
六
年
七
月
八
日

宮
城
県
知
事

村
井

嘉
浩

○
宮
城
県
条
例
第
四
十
一
号

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
二
年
宮
城
県
条
例
第
百
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
中
「
地
方
振
興
事
務
所
、
土
木
事
務
所
、
港
湾
事
務
所
そ
の
他
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め

る
機
関
に
所
属
す
る
職
員
」
を
「
職
員
（
警
察
職
員
を
除
く
。
）
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

二
異
常
な
自
然
現
象
に
よ
り
重
大
な
災
害
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
区
域
に
出
張
し
て
行
う

避
難
所
の
運
営
そ
の
他
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
作
業

第
二
十
条
第
二
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
定
め
る
額
」
の
下
に
「
（
大
規
模
な
災
害
と
し
て
人
事
委
員
会
規
則

で
定
め
る
災
害
に
係
る
作
業
に
従
事
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
千
八
十
円
）
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
前
項
第
一

号
ロ
」
の
下
に
「
又
は
一
こ
を
加
え
、
同
条
第
三
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
各
号
に
定
め
る
額
」
の
下
に
「
（
同

一
の
日
に
お
い
て
当
該
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
二
以
上
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
の
う
ち
最
も
高

い
額
と
を
加
え
、
同
項
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
項
第
一
号
中
「
第
一
項
第
一
号
イ
又
は
ハ
」
を
「
第
一
項
各
号
」
に
、

「
前
項
第
一
号
又
は
第
二
号
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
前
項
第
四
号
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
項

第
三
号
中
「
前
項
各
号
」
を
「
前
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
の
二
第
一
項
中
「
同
条
第
二
項
各
号
」
を
「
同
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
項
中
「
同
条
第
二
項
第
一
号
、
第
二
号
又
は
第
四
号
」
を
「
同
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

附
則

（
施
行
期
日
等
）

１
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
（
以
下
「
新
条
例
」

と
い
う
。
）
第
二
十
条
、
第
二
十
条
の
二
第
一
項
及
び
附
則
第
三
項
の
規
定
は
、
令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
災
害
応
急
作
業
等
手
当
の
内
払
）

２
新
条
例
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る

条
例
の
規
定
に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ
た
災
害
応
急
作
業
等
手
当
は
、
新
条
例
の
規
定
に
よ
る
災
害
応
急
作
業
等
手
当

の
内
払
と
み
な
す
。

条

例



号外第21号 令和6年7月8日 月曜日 宮 城 県 公 報 (2)

手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
六
年
七
月
八
日

宮
城
県
知
事

村
井

嘉
浩

○
宮
城
県
条
例
第
四
十
四
号

手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
宮
城
県
条
例
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
の
表
百
二
十
四
の
項
２
中
「
額
」
の
下
に
「
（
当
該
移
動
式
製
造
設
備
に
つ
い
て
液
石
法
第
三
十
七

条
の
四
館
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
液
石
法
第
三
十
七
条
の
三
第
一
項
の
完
成
検
恋
を
受
け
、
液
石
法
第
三
十
七
条
の

四
第
二
項
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
も
の
の
完
成
検
査
に
あ
っ
て
は
、
四
千
五
百
円
）
」
を

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
六
年
七
月
八
日

宮
城
県
知
事

村
井

嘉
浩

○
宮
城
県
条
例
第
四
十
三
号

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
宮
城
県
条
例
第
七
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
十
三
項
中
「
第
三
十
五
条
」
を
「
第
三
十
五
条
の
二
」
に
改
め
る
。

附
則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

知
事
等
の
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免
責
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
六
年
七
月
八
日

宮
城
県
知
事

村
井

嘉
浩

○
宮
城
県
条
例
第
四
十
二
号

知
事
等
の
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免
責
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

知
事
等
の
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免
責
に
関
す
る
条
例
（
令
和
二
年
宮
城
県
条
例
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
号
中
「
第
百
七
十
三
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
百
七
十
三
条
の
四
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条

第
二
号
中
「
第
百
七
十
三
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
百
七
十
三
条
の
四
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

附
則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

。

加
え
、
同
表
二
百
七
十
五
の
項
Ⅳ
中
「
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）

附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
四
年
厚
生
労
働
省
令

第
十
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
」
、
「
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
」
及
び
「
第
二
号
又
は
」
を

削
り
、
「
施
設
（
以
下
「
介
護
療
養
型
医
療
施
設
等
」
を
「
療
養
病
床
を
有
す
る
病
院
又
は
診
療
所
（
以
下
「
療
養
病

床
を
有
す
る
病
院
等
」
に
改
め
、
「
、
介
護
療
謎
施
設
サ
ー
ビ
ス
」
を
削
り
、
「
介
護
療
蕊
型
医
擁
施
設
等
で
」
を
「
療

養
病
床
を
有
す
る
病
院
等
で
」
に
、
「
二
以
下
」
を
「
こ
に
改
め
る
。

附
則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
手
数
料
条
例
第
二
条
第
一
項
の
表
百
二
十
四
の
項
の
規
定
は
、

令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

宮
城
県
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
六
年
七
月
八
日

宮
城
県
知
事

村
井

嘉
浩

○
宮
城
県
条
例
第
四
十
五
号

宮
城
県
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
宮
城
県
県
税
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条

宮
城
県
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
宮
城
県
条
例
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

あ
ん

附
則
第
七
条
の
三
第
一
項
及
び
第
十
条
の
二
の
四
第
一
項
中
「
按
分
」
を
「
按
分
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
二
条
第
一
項
中
「
次
項
第
一
号
及
び
次
条
第
四
項
」
を
「
次
項
第
一
号
及
び
次
条
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
及
び
同
項
第
二
号
イ
中
「
も
の
」
の
下
に
「
及
び
電
気
自
動
車
」
を
加
え

る
。附
則
第
二
十
四
条
の
三
中
「
第
十
二
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
十
二
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
十
五
条
第
二
項
中
「
第
四
項
ま
で
若
し
く
は
第
六
項
か
ら
第
十
項
」
を
「
第
五
項
ま
で
若
し
く
は
第
七

項
か
ら
第
十
一
項
」
に
改
め
る
．

第
二
条

宮
城
県
県
税
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
九
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
事
業
税
の
納
税
義
務
者
等
の
特
例
）

第
九
条
の
四

第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
項
第
一
号
ロ
中
．
億
円
以
下

の
も
の
」
と
あ
る
の
は
．
億
円
以
下
の
も
の
（
前
事
業
年
度
の
事
業
税
に
つ
い
て
イ
に
掲
げ
る
法
人
に
該
当
し

た
も
の
で
あ
っ
て
、
払
込
資
本
の
額
（
法
人
が
株
主
又
は
合
名
会
社
、
合
資
会
社
若
し
く
は
合
同
会
社
の
社
員
そ



宮 城 県 公 報 号外第21号(3) 令和6年7月8日 月曜日
の
他
法
人
の
出
擬
者
か
ら
出
資
を
受
け
た
金
額
と
し
て
令
附
則
第
六
条
で
定
め
る
金
額
を
い
う
。
）
が
十
億
円
を

超
え
る
も
の
を
除
く
。
）
」
と
す
る
。

附
則
第
十
条
第
三
項
中
「
第
十
五
項
」
を
「
第
十
六
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
一
条
の
六
第
五
項
中
「
附
則
第
十
条
の
こ
の
こ
第
十
一
項
」
を
「
附
則
第
十
条
の
二
の
二
第
十
二
項
」

に
改
め
る
。

第
三
条

宮
城
県
県
税
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
八
条
第
一
項
第
一
号
口
中
「
並
び
に
こ
れ
ら
の
法
人
」
を
「
（
以
下
口
に
お
い
て
「
所
得
等
課
税
法
人
」

と
い
う
。
）
並
び
に
所
得
等
課
税
法
人
」
に
改
め
、
「
有
し
な
い
も
の
」
の
下
に
「
（
所
得
等
課
税
法
人
以
外
の
法
人

の
う
ち
次
に
掲
げ
る
法
人
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
号
ロ
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

仰
特
定
法
人
（
払
込
資
本
の
額
（
法
人
が
株
主
又
は
合
名
会
社
、
合
資
会
社
若
し
く
は
合
同
会
社
の
社
員

そ
の
他
法
人
の
出
資
者
か
ら
出
資
を
受
け
た
金
額
と
し
て
令
第
十
条
の
二
で
定
め
る
金
額
を
い
う
。
以
下

川
及
び
②
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
五
十
億
円
を
超
え
る
法
人
（
ロ
に
掲
げ
る
法
人
を
除
く
。
）
及
び
保
険
業

法
に
規
定
す
る
相
互
会
社
（
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
令
第
十
条
の
三
で
定
め
る
も
の
を
含
む
。
）
を

い
う
。
以
下
⑪
及
び
②
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
の
間
に
当
該
特
定
法
人
に
よ
る
完
全
支
配
関
係
（
法
人
税

法
第
二
条
第
十
二
号
の
七
の
六
に
規
定
す
る
完
全
支
配
関
係
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
あ
る
法
人
の
う

ち
払
込
資
本
の
額
（
令
和
六
年
三
月
三
十
日
以
後
に
当
該
法
人
と
当
該
特
定
法
人
と
の
間
に
完
全
支
配
関

係
（
当
該
法
人
以
外
の
特
定
法
人
に
よ
る
完
全
支
配
関
係
に
限
る
。
）
が
あ
る
場
合
そ
の
他
令
第
十
条
の

四
第
一
項
で
定
め
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
法
人
が
剰
余
金
の
配
当
（
払
込
資
本
の
額
の
う
ち
令
第
十
条

の
五
で
定
め
る
額
の
減
少
に
伴
う
も
の
に
限
る
。
以
下
⑩
及
び
②
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
出
資
の
払
戻

し
を
し
た
と
き
は
、
当
該
剰
余
金
の
配
当
又
は
出
資
の
払
戻
し
に
よ
り
減
少
し
た
払
込
資
本
の
額
を
加
算

し
た
額
）
が
二
億
円
を
超
え
る
も
の

②
法
人
と
の
間
に
完
全
支
配
関
係
が
あ
る
全
て
の
特
定
法
人
が
有
す
る
株
式
及
び
出
資
の
全
部
を
当
該
全

て
の
特
定
法
人
の
う
ち
い
ず
れ
か
一
の
も
の
が
有
す
る
も
の
と
み
な
し
た
場
合
に
お
い
て
当
該
い
ず
れ
か

一
の
も
の
と
当
該
法
人
と
の
間
に
当
該
い
ず
れ
か
一
の
も
の
に
よ
る
完
全
支
配
関
係
が
あ
る
こ
と
と
な
る

と
き
の
当
該
法
人
の
う
ち
払
込
資
本
の
額
（
令
和
六
年
三
月
三
十
日
以
後
に
、
特
定
親
法
人
（
当
該
事
業

年
度
に
お
い
て
当
該
法
人
と
他
の
法
人
と
の
間
に
当
該
他
の
法
人
に
よ
る
完
全
支
配
関
係
が
あ
る
場
合
に

お
け
る
当
該
他
の
法
人
を
い
う
。
以
下
②
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
当
該
法
人
と
の
間
に
当
該
特
定
親
法
人

に
よ
る
完
全
支
配
関
係
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
法
人
と
の
間
に
完
全
支
配
関
係
が
あ
る
全
て
の
特
定
法
人

が
有
す
る
株
式
及
び
出
資
の
全
部
を
当
該
全
て
の
特
定
法
人
の
う
ち
い
ず
れ
か
一
の
も
の
が
有
す
る
も
の

と
み
な
し
た
場
合
に
お
い
て
当
該
い
ず
れ
か
一
の
も
の
と
当
該
法
人
と
の
間
に
当
該
い
ず
れ
か
一
の
も
の

に
よ
る
完
全
支
配
関
係
が
あ
る
こ
と
と
な
る
と
き
そ
の
他
令
鋪
十
条
の
四
第
二
項
で
定
め
る
場
合
に
、
当

該
法
人
が
剰
余
金
の
配
当
又
は
出
資
の
払
戻
し
を
し
た
と
き
は
、
当
該
剰
余
金
の
配
当
又
は
出
資
の
払
戻

し
に
よ
り
減
少
し
た
払
込
資
本
の
額
を
加
算
し
た
額
）
が
二
億
円
を
超
え
る
も
の
（
伽
に
掲
げ
る
法
人
を

除
く
。
）

附
則
第
九
条
の
四
中
「
附
則
第
六
条
」
を
「
附
則
第
五
条
の
七
」
に
改
め
る
。

附
則
第
九
条
の
四
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
九
条
の
五

新
た
な
事
業
の
創
出
及
び
産
業
へ
の
投
資
を
促
進
す
る
た
め
の
産
業
競
争
力
強
化
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
産
業
競

争
力
強
化
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
九
十
八
号
）
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
事
業
再
編
計
画

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
別
事
業
再
編
計
画
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
同
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
同
法

第
二
十
四
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
特
別
事
業
再
編
事
業
者
で
あ
る
法
人
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
認

定
特
別
事
業
再
編
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
、
当
該
認
定
に
係
る
特
別
事
業
再
編
計
画
（
同
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
変
更
の
認
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
変
更
後
の
も
の
）
に
従
っ
て
行
う
同
法
第
二
条
第
十
八
項
に
規
定
す

る
特
別
事
業
再
編
（
生
産
性
の
向
上
及
び
需
要
の
開
拓
に
特
に
資
す
る
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
定
め
る
基
準
に

適
合
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
別
事
業
再
編
」
と
い
う
。
）
の
た
め
の
措
置
（
同
条
第
十

八
項
第
三
号
、
第
四
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
措
世
に
限
る
。
）
と
し
て
他
の
法
人
の
株
式
若
し
く
は
出
資
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
株
式
等
」
と
い
う
。
）
の
取
得
を
し
、
又
は
他
の
法
人
の
株
式
を
譲
り
受
け
、
こ
れ
を
そ

の
取
得
又
は
譲
受
け
の
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
取
得
等
の
日
」
と
い
う
。
）
以
後
引
き
続
き
有
し
て
お
り
、

か
つ
、
取
得
等
の
日
以
後
継
続
し
て
当
該
他
の
法
人
と
の
間
に
完
全
支
配
関
係
が
あ
る
場
合
（
そ
の
取
得
又
は
譲

受
け
に
係
る
対
価
の
額
が
百
億
円
を
超
え
る
金
額
又
は
一
億
円
に
満
た
な
い
金
額
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
に
お

い
て
、
当
該
他
の
法
人
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
法
人
」
と
い
う
。
）
及
び
当
該
認
定
特
別
事
業
再
編
事

業
者
が
同
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
認
定
の
申
諭
の
日
前
五
年
以
内
に
他
の
法
人
の
株
式
等
の
取
得
を
し
、

又
は
他
の
法
人
の
株
式
を
砿
り
受
け
、
こ
れ
を
そ
の
取
得
又
は
譲
受
け
の
日
以
後
引
き
続
き
有
し
て
お
り
、
か
つ
、

同
日
以
後
継
続
し
て
当
該
他
の
法
人
と
の
間
に
完
全
支
配
関
係
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
法
人
（
当
該
他

の
法
人
が
当
該
特
別
事
業
再
編
の
た
め
の
措
置
を
行
う
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
法
人
の
う
ち
総
務
省
令
で
定
め

る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
五
年
以
内
株
式
等
取
得
等
法
人
」
と
い
う
。
）
の
行
う
事
業
に
対
す

る
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
対
象
法
人
又
は
五
年
以
内
株
式
等
取
得
等
法
人
の
取
得
等

の
日
を
含
む
事
業
年
度
か
ら
当
該
取
得
等
の
日
以
後
五
年
を
経
過
す
る
日
を
含
む
事
業
年
度
（
同
法
第
二
十
四
条

の
三
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
認
定
が
取
り
消
さ
れ
た
場
合
に
は
、

そ
の
取
り
消
さ
れ
た
日
を
含
む
事
業
年
度
の
前
事
業
年
度
）
ま
で
の
各
事
業
年
度
分
の
事
業
税
に
限
り
、
第
三
十

八
条
第
一
項
第
一
号
ロ
川
及
び
②
中
「
二
億
円
を
超
え
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
、
「
二
億
円
を
超
え
る
も
の
（
附

則
第
九
条
の
五
に
規
定
す
る
対
象
法
人
及
び
同
条
に
規
定
す
る
五
年
以
内
株
式
等
取
得
等
法
人
を
除
く
。
）
」
と
す
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（
合
衆
国
軍
隊
の
楠
成
員
等
の
所
有
す
る
自
動
車
に
対
す
る
自
動
車
税
の
徴
収
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
四
条

合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
等
の
所
有
す
る
自
動
車
に
対
す
る
自
動
車
税
の
徴
収
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
昭
和

二
十
七
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
は
、
」
の
下
に
「
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
等
（
」
を
加
え
、
「
。
以
下
「
特
例
法
」
と
い
う
。
）
第
四

条
第
一
項
の
規
定
に
基
き
、
」
を
「
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、

契
約
者
（
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
契
約
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
軍
人
用
販
売
機
関
等
（
同
条
第
六
項
に

規
定
す
る
軍
人
用
販
売
機
関
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
所
有
す
る
自
動
車
に
対
す
る
」
に
改
め
る
。

第
二
条
を
削
る
。

第
一
条
の
二
中
「
（
特
例
法
第
二
条
第
四
項
、
第
五
項
又
は
第
六
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
）
」
及
び
「
県
税

条
例
第
百
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
次
の
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
に
対
し
、
」
を
削
り
、
「
そ
れ
ぞ
れ
」
を
「
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
の
区
分
に
応
じ
、
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
条
と
す
る
。

第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
自
動
車
税
の
種
別
割
の
徴
収
の
方
法
等
）

第
三
条

合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
等
、
契
約
者
又
は
軍
人
用
販
売
機
関
等
の
所
有
す
る
自
動
車
に
対
す
る
自
動
車
税

の
種
別
割
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
県
税
条
例
第
百
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
普
通
徴
収
又
は
証

紙
徴
収
の
方
法
に
よ
る
。

２
前
項
の
規
定
に
よ
り
自
動
車
税
の
種
別
割
を
普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
り
徴
収
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
納

税
者
に
交
付
す
べ
き
納
税
通
知
書
は
、
遅
く
と
も
、
そ
の
納
期
限
（
県
税
条
例
第
百
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
納

期
限
を
い
う
。
）
前
十
日
ま
で
に
納
税
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
知
事
ば
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
自
動
車
税
の
種
別
制
を
証
紙
徴
収
の
方
法
に
よ
り
徴
収
し
よ
う
と
す
る
場
合

に
は
、
納
税
者
に
県
の
発
行
す
る
様
式
第
一
号
の
証
紙
（
以
下
単
に
「
証
紙
」
と
い
う
。
）
を
も
っ
て
毎
年
五
月

末
日
ま
で
に
、
そ
の
税
金
を
払
い
込
ま
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
新
規
登
録
の
申
請
が
あ
っ
た
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
等
、
契
約
者
又
は
軍
人
用
販
売
機
関
等
の
所
有
す
る
自
動

車
に
つ
い
て
課
す
る
自
動
車
税
の
種
別
割
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
賦
課
期
日
後
翌
年
二
月
末
日
ま
で
の
間
に
納
税

義
務
が
発
生
し
た
場
合
に
限
り
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
証
紙
徴
収
の
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

５
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
自
動
車
税
の
種
別
割
を
証
紙
徴
収
の
方
法
に
よ
り
徴
収
し
よ
う
と
す
る
場
合
に

は
、
納
税
者
が
新
規
造
録
の
申
請
を
し
た
と
き
に
、
納
税
者
に
証
紙
を
も
っ
て
そ
の
税
金
を
払
い
込
ま
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
百
七
十
七
条

の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
べ
き
申
告
書
又
は
報
告
響
に
、
証
紙
の
額
面
金
額
に
相
当
す
る
金
額
を
証

紙
代
金
収
納
計
器
（
県
税
条
例
第
百
四
条
の
八
第
一
項
に
規
定
す
る
証
紙
代
金
収
納
計
器
を
い
う
。
第
八
項
に
お

い
て
「
収
納
計
器
」
と
い
う
。
）
で
表
示
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
証
紙
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

６
知
事
は
、
前
項
に
規
定
す
る
申
告
書
又
は
報
告
書
の
提
出
が
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
納
税
者
に
証
紙
を
も
っ
て

当
該
自
動
車
税
の
種
別
割
の
納
税
義
務
の
発
生
し
た
日
の
翌
月
末
日
ま
で
に
、
そ
の
税
金
を
払
い
込
ま
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

７
知
事
は
、
第
三
項
、
第
五
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
納
税
者
が
証
紙
を
貼
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
証
紙
を
貼

っ
た
紙
面
と
当
該
証
紙
の
彩
紋
と
に
か
け
て
様
式
第
二
号
の
印
で
判
明
に
こ
れ
を
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８
収
納
計
器
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
県
税
条
例
第
百
四
条
の
九
の
規
定
（
同
条
第
三
項
の
規
定
を
除
く
。
）
を

準
用
す
る
。

第
四
条
を
削
り
、
第
五
条
を
第
四
条
と
す
る
．

附
則

（
施
行
期
日
）

ｌ
こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定

め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
第
一
条
中
宮
城
県
県
税
条
例
附
則
第
七
条
の
三
第
一
項
、
附
則
第
十
条
の
こ
の
四
第
一
項
、
附
則
第
十
二
条
第

一
項
及
び
附
則
第
十
二
条
の
二
第
一
項
の
改
正
規
定
並
び
に
第
四
条
並
び
に
附
則
第
六
項
の
規
定

公
布
の
日

二
第
二
条
並
び
に
次
項
及
び
附
則
第
三
項
の
規
定

令
和
七
年
四
月
一
日

三
第
三
条
並
び
に
附
則
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定

令
和
八
年
四
月
一
日

（
事
業
税
に
関
す
る
経
過
措
憧
）

２
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
宮
城
県
県
税
条
例
（
次
項
に
お
い
て
「
七
年
新
条
例
」
と
い
う
。
）
附
則
第
九

条
の
四
の
規
定
は
、
附
則
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
二
号

施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
に
係
る
法
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
二
号
施
行
日
前
に

開
始
し
た
事
業
年
度
に
係
る
法
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
二
号
施
行
日
以
後
最
初
に
開
始
す
る
事
業
年
度
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
最
初
事
業
年
度
」
と
い
う
。
）
の
事

業
税
（
令
和
六
年
三
月
三
十
日
を
含
む
事
業
年
度
の
前
事
業
年
度
の
事
業
税
に
つ
い
て
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

前
の
宮
城
県
県
税
条
例
第
三
十
八
条
第
一
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
法
人
に
該
当
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
令
和
六
年
三

月
二
十
九
日
の
現
況
に
よ
り
資
本
金
の
額
又
は
出
資
金
の
額
が
一
億
円
以
下
で
あ
る
と
判
定
さ
れ
、
か
つ
、
、
令
和
六

年
三
月
三
十
日
か
ら
最
初
事
業
年
度
の
開
始
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
終
了
し
た
各
事
業
年
度
分
の
事
業
税
に
つ
い

て
同
号
ロ
に
掲
げ
る
法
人
に
該
当
し
た
も
の
の
行
う
事
業
に
対
す
る
事
業
税
を
除
く
。
）
に
係
る
七
年
新
条
例
附
則

第
九
条
の
四
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
前
事
業
年
度
」
と
あ
る
の
は
、
「
令
和
六
年
三
月
三
十
日
を

含
む
事
業
年
度
の
開
始
の
日
の
前
日
か
ら
宮
城
県
県
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
六
年
宮
城
県
条
例
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第
四
十
五
号
）
附
則
第
三
項
に
規
定
す
る
最
初
事
業
年
度
の
開
始
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
終
了
し
た
い
ず
れ
か
の

事
業
年
度
分
」
と
す
る
。

４
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
宮
城
県
県
税
条
例
（
次
項
に
お
い
て
「
八
年
新
条
例
」
と
い
う
。
）
第
三
十
八

条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
附
則
第
九
条
の
四
及
び
附
則
第
九
条
の
五
の
規
定
は
、
附
則
第
一
項

第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
に
係
る
法
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日

前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
に
係
る
法
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５
八
年
新
条
例
第
三
十
八
条
第
一
項
第
一
号
ロ
（
八
年
新
条
例
附
則
第
九
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
所
得
等
課
税
法
人
以
外
の
法
人
で
資
本
金
の
額
若
し
く
は
出
資
金
の
額
が
一
億

円
以
下
の
も
の
又
は
同
号
口
に
規
定
す
る
所
得
等
課
税
法
人
以
外
の
法
人
で
資
本
若
し
く
は
出
資
を
有
し
な
い
も
の

の
う
ち
同
号
口
仙
又
は
②
に
掲
げ
る
法
人
に
該
当
す
る
も
の
が
行
う
事
業
に
対
す
る
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
令
和

九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
開
始
す
る
各
事
業
年
度
分
の
事
業
税
に
つ
い
て
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
四
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
税
法
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
新
法
」

と
い
う
。
）
第
七
十
二
条
の
二
十
五
、
第
七
十
二
条
の
二
十
八
又
は
第
七
十
二
条
の
二
十
九
の
規
定
に
よ
り
申
告
納

付
す
べ
き
事
業
税
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
令
和
八
年
度
分
基
準
法
人
事
業
税
額
」
と
い
う
。
）
が
、
当
該
法

人
が
行
う
事
業
に
対
す
る
当
該
事
業
年
度
の
事
業
税
に
つ
い
て
当
該
法
人
を
同
号
口
に
掲
げ
る
法
人
と
み
な
し
た
場

合
に
新
法
第
七
十
二
条
の
二
十
五
、
第
七
十
二
条
の
二
十
八
又
は
第
七
十
二
条
の
二
十
九
の
規
定
に
よ
り
申
告
納
付

す
べ
き
事
業
税
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
比
較
法
人
事
業
税
額
」
と
い
う
。
）
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
超

え
る
金
額
の
三
分
の
二
に
相
当
す
る
金
額
（
当
該
金
額
に
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
又
は
当
該
金
額
の
全
額
が

百
円
未
満
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
端
数
金
額
又
は
当
該
全
額
を
切
り
上
げ
た
金
額
）
は
、
令
和
八
年
度
分
基
準
法

人
事
業
税
額
か
ら
控
除
す
る
も
の
と
し
、
当
該
法
人
が
行
う
事
業
に
対
す
る
令
和
九
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
開
始
す
る
各
事
業
年
度
分
の
事
業
税
に
つ
い
て
新
法
第
七
十
二
条
の
二
十
五
、
第
七
十
二

条
の
二
十
八
又
は
第
七
十
二
条
の
二
十
九
の
規
定
に
よ
り
申
告
納
付
す
べ
き
事
業
税
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
令
和
九
年
度
分
基
準
法
人
事
業
税
額
」
と
い
う
。
）
が
、
比
較
法
人
事
業
税
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
超
え

る
金
額
の
三
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
（
当
該
金
額
に
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
又
は
当
該
金
額
の
全
額
が
百

円
未
満
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
端
数
金
額
又
は
当
該
全
額
を
切
り
上
げ
た
金
額
）
は
、
令
和
九
年
度
分
基
準
法
人

事
業
税
額
か
ら
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

（
自
動
車
税
に
関
す
る
経
過
措
世
）

６
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
等
の
所
有
す
る
自
動
車
に
対
す
る
自
動
車
税
の
徴
収
の

特
例
に
関
す
る
条
例
の
規
定
は
、
令
和
七
年
度
分
以
後
の
年
度
分
の
自
動
車
税
の
種
別
割
に
つ
い
て
適
用
し
、
令
和

六
年
度
分
ま
で
の
自
動
車
税
の
種
別
割
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

特
定
復
興
産
業
集
秋
区
域
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

令
和
六
年
七
月
八
日

宮
城
県
知
事

村
井

嘉
浩

○
宮
城
県
条
例
第
四
十
七
号

特
定
復
興
産
業
集
積
区
域
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

特
定
復
興
産
業
集
穣
区
域
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
宮
城
県
条
例
第
十
五
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、
「
若
し
く
は
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、

「
又
は
法
第
四
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
法
人
」
及
び
「
又
は
指
定
法
人
」
を
削
り
、
「
指
定
事
業
者
等
」
を
「
指

定
事
業
者
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
及
び
第
四
条
中
「
指
定
事
業
者
等
」
を
「
指
定
事
業
者
」
に
改
め
る
。

附
則

過
疎
地
域
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
六
年
七
月
八
日

宮
城
県
知
事

村
井

嘉
浩

○
宮
城
県
条
例
第
四
十
六
号

過
疎
地
域
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

過
疎
地
域
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
五
年
宮
城
県
条
例
第
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附
則

（
施
行
期
日
等
）

１
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
過
疎
地
域
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
（
以

下
「
新
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条
、
第
四
条
及
び
第
五
条
の
規
定
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
新
条
例
第
二
条
又
は
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
県
税
の
課
税
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
係
る
新
条
例
第
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
期
限
が
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
到
来
し
、

又
は
施
行
日
以
後
三
十
日
以
内
に
到
来
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
期
限
は
、
同

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
を
経
過
し
た
日
と
す
る
。
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被
災
関
連
市
町
村
か
ら
特
定
の
交
換
に
よ
り
土
地
を
取
得
し
た
場
合
の
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
六
年
七
月
八
日

地
方
活
力
向
上
地
域
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
六
年
七
月
八
日

宮
城
県
知
事

村
井

嘉
浩

○
宮
城
県
条
例
第
四
十
八
号

地
方
活
力
向
上
地
域
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
活
力
向
上
地
域
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
宮
城
県
条
例
第
九
十
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附
則

（
施
行
期
日
等
）

１
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
地
方
活
力
向
上
地
域
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
等
に
関
す

る
条
例
（
以
下
「
新
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条
及
び
第
三
条
の
規
定
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
新
条
例
第
二
条
又
は
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
県
税
の
課
税
免
除
等
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
係
る
新
条
例

第
四
条
の
規
定
に
よ
る
申
請
啓
の
提
出
期
限
が
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
到

来
し
、
又
は
施
行
日
以
後
三
十
日
以
内
に
到
来
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
申
講
瞥
の
提
出
期
限

は
、
同
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
を
経
過
し
た
日
と
す
る
。

（
施
行
期
日
等
）

１
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
特
定
復
興
産
業
集
種
区
域
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
に
関

す
る
条
例
（
以
下
「
新
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条
か
ら
第
四
条
ま
で
の
規
定
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
適
用

す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
新
条
例
第
二
条
又
は
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
県
税
の
課
税
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
係
る
新
条
例
第
五
条
の

規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
期
限
が
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
到
来
し
、
又

は
施
行
日
以
後
三
十
日
以
内
に
到
来
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
期
限
は
、
同
条

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
を
経
過
し
た
日
と
す
る
。

宮
城
県
知
事

村
井

嘉
浩

○
宮
城
県
条
例
第
四
十
九
号

被
災
関
連
市
町
村
か
ら
特
定
の
交
換
に
よ
り
土
地
を
取
得
し
た
場
合
の
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

被
災
関
連
市
町
村
か
ら
特
定
の
交
換
に
よ
り
土
地
を
取
得
し
た
場
合
の
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二

十
八
年
宮
城
県
条
例
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附
則

（
施
行
期
日
等
）

１
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
被
災
関
連
市
町
村
か
ら
特
定
の
交
換
に
よ
り
土
地
を
取
得
し

た
場
合
の
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
（
以
下
「
新
条
例
」
と
い
壱
１
）
第
二
条
の
規
定
は
、
令
和
六
年
四
月

一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
新
条
例
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
不
動
産
取
得
税
の
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
係
る
新
条
例
第
三
条
の
規
定
に

よ
る
申
請
書
の
提
出
期
限
が
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
到
来
し
、
又
は
施
行

日
以
後
三
十
日
以
内
に
到
来
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
期
限
は
、
同
条
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
か
ら
起
算
し
て
三
十
日
を
経
過
し
た
日
と
す
る
。

水
質
汚
濁
防
止
法
に
錐
づ
く
排
水
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
六
年
七
月
八
日

宮
城
県
知
事

村
井

嘉
浩

○
宮
城
県
条
例
第
五
十
号

水
質
汚
濁
防
止
法
に
基
づ
く
排
水
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

水
質
汚
濁
防
止
法
に
基
づ
く
排
水
基
準
を
定
め
る
条
例
（
昭
和
四
十
七
年
宮
城
県
条
例
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
区
域
の
項
中

ヨ

'一一

b

を

弓

。

L－－

に
改
め
、
同
表
備
考
第
一
号
中
「
第
六
十
六

1E~ﾇｰ芳-章数大
つ 1 セ 位 腸
き ト ン ー 菌
個 ル チ 立 群
、 グ

大
腸
菌
数

、
単
位
一
ミ

リ
リ
ッ
ト

ル
に
つ
き

コ
ロ
ニ
ー

／
形
成
単
位
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号
の
四
」
を
「
第
六
十
六
号
の
五
」
に
、
「
第
六
十
六
号
の
七
」
を
「
第
六
十
六
号
の
八
」
に
改
め
る
。

附
則

こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
一
備
考
第
一
号
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の

日
か
ら
施
行
す
る
。

大
麻
取
締
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
六
年
七
月
八
日

宮
城
県
知
事

○
宮
城
県
条
例
第
五
十
二
号

就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
六
年
七
月
八
日

宮
城
県
知
事

村
井

嘉
浩

○
宮
城
県
条
例
第
五
十
一
号

就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
（
平
成
十
八
年
宮

城
県
条
例
第
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
第
一
号
イ
⑧
中
「
二
十
人
」
を
「
十
五
人
」
に
改
め
、
同
号
イ
仰
中
「
三
十
人
」
を
「
二
十
五
人
」
に
改

め
る
。

別
表
第
二
第
二
号
ハ
の
表
一
の
項
中
「
三
十
人
」
を
「
二
十
五
人
」
に
改
め
、
同
表
二
の
項
中
「
二
十
人
」
を
「
十

五
人
」
に
改
め
る
。

附
則

（
施
行
期
日
）

１
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
教
育
及
び
保
育
に
従
事
す
る
職
員
の
配
置
の
状
況
に
鑑
み
、
教
育
及
び
保
育
の
提
供
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が

あ
る
と
知
事
が
認
め
る
と
き
は
、
当
分
の
間
、
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
別
表
第
一
第
一
号
イ
及
び
別
表
第
二
第

二
号
ハ
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
別
表
第
一
第
一
号
イ
及
び
別
表
第
二
第
二
号
ハ
の
規
定

は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

村

井
嘉

浩

大
麻
取
締
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

大
麻
取
締
法
施
行
条
例
（
平
成
十
二
年
宮
城
県
条
例
第
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

大
麻
草
の
栽
培
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例

第
一
条
中
「
大
麻
取
締
法
」
を
「
大
麻
草
の
栽
培
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
免
許
の
申
請
）

第
二
条

法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
申
爾
番
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
図
誓
を

添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
法
第
五
条
第
二
項
第
三
号
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
誓
約
す
る
書
面

二
履
歴
書
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
登
記
事
項
証
明
書
）

三
栽
培
地
の
区
域
を
明
ら
か
に
し
た
図
面

四
栽
培
の
目
的
及
び
方
法
並
び
に
法
第
二
条
第
二
項
の
大
麻
（
以
下
単
に
「
大
麻
」
と
い
う
。
）
の
利
用
及
び
処

分
の
方
法
を
記
戦
し
た
書
類

五
大
麻
が
盗
難
に
遭
い
、
又
は
紛
失
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
講
ず
る
措
置
を
記
載
し
た
書
類

第
三
条
の
見
出
し
中
「
申
諦
」
を
「
届
出
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
十
条
第
一
項
」
を
「
第
十
二
条
の
四
第
一
項
」

に
、
「
申
請
を
」
を
「
届
出
を
」
に
、
「
省
令
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
」
を
「
同
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
」
に
、
「
申
請
書
」
を
「
届
出
書
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
又
は
研
究
に
従
事
し
て
い
る
施
設
の
所
在
地
」

を
削
る
。

第
四
条
中
「
第
十
条
第
二
項
」
を
「
第
十
二
条
の
四
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
又
は
研
究
に
従
事
し
て

い
る
施
設
の
所
在
地
」
を
削
る
。

第
五
条
中
「
第
十
条
第
四
項
」
を
「
第
七
条
第
五
項
」
に
、
「
大
麻
取
扱
者
免
許
証
」
を
「
大
麻
草
採
取
栽
培
者
免

許
証
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
又
は
研
究
に
従
事
し
て
い
る
施
設
の
所
在
地
」
を
削
る
。

第
六
条
中
「
第
十
条
第
五
項
」
を
「
第
六
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
大
麻
取
扱
者
」
を
「
大
麻
草
採
取
栽
培
者
」
に
改
め
る
。

第
八
条
中
「
第
十
条
第
六
項
」
を
「
第
七
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
き
損
又
は
忘
失
」
を
「
殿
損
又

は
亡
失
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
第
一
号
中
「
大
麻
取
扱
者
の
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
第
十
条
第
六
項
」
を
「
第
七
条
第
三
項
」

に
改
め
る
。

附
則

（
施
行
期
日
）
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国
民
健
康
保
険
法
に
基
づ
く
国
民
健
康
保
険
事
業
饗
納
付
金
の
徴
収
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。

令
和
六
年
七
月
八
日

宮
城
県
知
事

村
井

嘉
浩

○
宮
城
県
条
例
第
五
十
三
号

国
民
健
康
保
険
法
に
基
づ
く
国
民
健
康
保
険
事
業
蟹
納
付
金
の
徴
収
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

国
民
健
康
保
険
法
に
基
づ
く
国
民
健
康
保
険
事
業
識
納
付
金
の
徴
収
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
九
年
宮
城
県
条
例

第
七
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
政
令
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
政

令
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
」
を
削
り
、
．
般
被
保
険
者
」
を
「
被
保
険
者
」
に
改
め
る
。

第
六
条
、
第
七
条
、
第
十
条
及
び
第
十
一
条
中
「
政
令
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
」
を

削
る
。

附
則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

屋
外
広
告
物
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
六
年
七
月
八
日

宮
城
県
知
事

村
井

嘉
浩

○
宮
城
県
条
例
第
五
十
四
号

屋
外
広
告
物
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

屋
外
広
告
物
条
例
（
昭
和
四
十
九
年
宮
城
県
条
例
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
の
二
第
二
項
中
「
定
め
る
者
」
の
下
に
「
（
次
条
に
お
い
て
「
屋
外
広
告
士
等
」
と
い
う
。
こ
を
加
え
る
。

第
十
二
条
の
三
第
一
項
中
「
屋
外
広
告
士
そ
の
他
の
こ
れ
と
同
等
以
上
の
知
識
を
有
す
る
も
の
と
し
て
規
則
で
定
め

る
者
」
を
「
屋
外
広
告
士
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と

１
こ
の
条
例
は
、
大
麻
取
締
法
及
び
麻
薬
及
び
向
箱
神
薬
取
締
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
八

十
四
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
の
前
日
に
お
い
て
免
許
を
受
け
て
い
る
改
正
前
の
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
大
麻
栽
培

者
及
び
同
条
第
二
号
に
規
定
す
る
大
麻
研
究
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
免
許
の
有
効
期
間
内
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

ｚＵｏ

し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２
広
告
物
等
を
所
有
し
、
又
は
占
有
す
る
者
が
、
屋
外
広
告
士
等
に
、
表
示
又
は
設
置
の
日
か
ら
起
算
し
て
十
年
を

経
過
し
て
い
な
い
広
告
物
等
を
点
検
さ
せ
る
場
合
は
、
前
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
目
視
に
よ
る
点
検
を
も
っ
て
、
同
項
本
文
の
点
検
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
目
視
に
よ
る
点

検
で
は
十
分
で
な
い
と
知
事
が
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
三
十
三
条
中
「
帳
簿
」
の
下
に
「
（
そ
の
作
成
又
は
保
存
に
代
え
て
寵
磁
的
紀
録
（
砥
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式

そ
の
他
の
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ

る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
作
成
又
は
保
存
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該

電
磁
的
記
録
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
こ
を
加
え
る
。

附
則

（
施
行
期
日
）

１
こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

２
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
一
年
宮
城
県
条
例
第
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
表
八
の
こ
の
項
リ
中
「
第
十
二
条
の
三
第
二
項
」
を
「
第
十
二
条
の
三
第
三
項
」
に
改
め
る
。

め
る
。

別
表
第
七
第
一
号
の
表
宮
城
相
撲
場
の
項
及
び
別
表
第
七
第
二
号
の
表
宮
城
相
撲
場
の
項
を
削
る
。

県
立
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
六
年
七
月
八
日

宮
城
県
知
事

村
井

嘉

○
宮
城
県
条
例
第
五
十
五
号

県
立
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

県
立
都
市
公
園
条
例
（
昭
和
三
十
四
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
宮
城
野
原
公
園
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
鋪
三
宮
城
野
原
公
園
の
項
中

司

'一一

を

浩
l一一

に
改

宮
城
野
原
公
園

宮
城
球
場

宮
城
テ
ニ
ス
コ
ー
ト宮
城
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

宮
城
相
撲
場

宮
城
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
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別
表
第
十
一
節
二
号
の
表
宮
城
野
原
公
園
の
項
中
「
宮
城
相
撲
場
」
を
削
る
。

附
則

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

､


